
  

 ◇学校教育目標 

「心ゆたかで主体的に行動できる生徒の育成」 ～意欲・判断・表現・共生～ 

学校経営の基本方針 

○ 生徒が穏やかな気持ちで通うことができる、安全で安心な学校づくり 

○ 生徒が主役の学校づくり 

○ 教職員が健康で生き生きと働ける学校づくり 

めざす学校像 

○ 教職員と生徒がともに活動する意欲と活気に満ちた学校 

○ 人間尊重の精神を基盤に据えた安全で安心な学校 

○ 保護者・地域から信頼される学校 

   めざす生徒像 

○ 意欲的に学ぶ生徒【意欲】 

○ 正しく判断し、行動する生徒【判断】 

○ 思いや考えを適切に表現する生徒【表現】 

○ 互いに尊重し合う生徒【共生】 

令和８年度重点目標 

○ 好きを育てて得意を伸ばし、自分のよさを気づかせる 

○ 日本の社会に根差したウェルビーイングの向上  

～～ 校内研究の取り組み ～～ 

組織的・継続的な研究を通じて、授業力の向上を目指す。 

○ 「生徒のアウトプット」を意識した授業づくり 

○ 教師の授業力を向上させ「主体的・対話的で深い学び」を実現 

○ タブレットPCの活用・管理 

～～ 本校の特色 ～～ 

○ 広がる歌声活動 

昭和62年（1987年）、新たな学校づくりの一環として生徒会が作り上げた組曲「あふりね」を

今も歌い続けている。 

生徒会、歌声委員会が中心となり歌声活動が帰りの会のプログラムに入っている。帰りの会に

なると校舎内に歌声が響き、「歌声の相陽」という自覚と誇りを持って生徒たちは取り組んでいる。

短学活や交流会で練習し、集会や行事等で発表している。 

○ 盛んな部活動 

運動部では、多くの部活動が県大会や関東大会を経験し、目的を持って日々の練習に励んでい

る。また、吹奏楽部や演劇部は地域行事での発表も多く、地域との交流が盛んである。科学部は小

学生を対象とした実験教室や地域ボランティアに積極的に取り組んでいる。 

○ 潤いのある学校 

周囲は緑に囲まれ正門から見えるあふりねは、四季折々の姿を見せる。中庭にある池には滝

の水音が広がり、小魚が泳ぎ鳥が憩う自然豊かな環境も学校の財産である。 


